
ヨーロッパとイスラム世界 

―22― 

（１） ヨーロッパ世界の成立 

① ローマ帝国の分裂とフランク王国 

４世紀後半ゲルマン民族は、              帝国内に侵入し、多くの国をつくった。その

結果ローマ帝国は東西に分裂した。ゲルマン人の国の一つであるフランク王国は、ローマの 

              教会と結んで勢力を伸ばした。９世紀にはフランク王国は３つに分裂し、現在

のドイツ・フランス・イタリアのもとになった。 

 

② 封建社会の成立とローマ=カトリック教会 

西ヨーロッパの国々では、国王・諸侯・騎士が、それぞれ荘園を持ち、領地をなかだちにし

て主従関係を結び、農民を支配していた。また、西ヨーロッパの教会は、ローマ教会を中心に

カトリック教会という組織を作り、ローマ教会の最高の地位にあるローマ教皇（法王）は、国王を

しのぐ勢力を持つようになった。 

 

（２） イスラム帝国 

① イスラム教のおこり 

7 世紀初めアラビア半島のメッカに生まれた                （マホメット）は「唯一の神アラ

ーの前では、すべての人々が平等である」と説き             教を開いた。弟子たちは、そ

の教えを「            」という経典にまとめた。 

② イスラム帝国 

ムハンマドの死後、その後継者たちが領土を拡大し、8 世紀の初めには、中央アジア・北ア

フリカからイベリア半島にいたる大帝国となった。この大帝国を             帝国という。 
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（３） 十字軍の遠征 

① 十字軍の遠征 

11 世紀になると西アジアでは               が勢力を伸ばし、キリスト教の聖地である 

               を占領した。ローマ教皇は、エルサレムをイスラム教徒から取り返すための

遠征軍(         )軍を呼びかけた。十字軍は、1096 年から約 200 年間の間に 7 回送られた

が、イスラム教徒も粘り強く抵抗し、遠征は失敗に終わった。 

② ローマ教皇の権威の衰え 

十字軍の失敗により、これを指導していた               の権威が衰え、遠征に参加し

た諸侯や騎士は戦死したり、多くの戦費をつかい勢いが衰えた。一方、           は指揮

官としての活躍で力を強め、封建制度が崩れはじめた。 

 

（３） ルネサンス 

① ルネサンス 

14 世紀から 17 世紀にかけて、ヨーロッパでは、キリスト教中心の考え方を離れ自然や人間

をありのままにみようという人間中心の文化がおこった。この動きは、ギリシアやローマの文化

を見直し、復興することから始まったため、               という。 

 〔ミケランジェロのダビデ像〕 〔レオナルド・ダ・ビンチのモナ・リザ〕 

 

 

 

 

 

 

 

② ルネサンスと科学の発達 

火薬が発明され            盤の改良によって地理学が発達、造船技術も進歩した。 

コペルニクスが         説を唱え               が望遠鏡を用いてこれを証明した。また、

グーテンベルグが活版印刷を発明し、聖書が印刷された。 
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（４） 宗教改革 

① カトリック教会の堕落 

ローマ=カトリック教会は、十字軍の失敗以来衰えた。16 世紀には聖ピエトロ寺院改築の資

金集めのため              (贖宥符)を発行し、これを買えば罪が許され天国に行けると宣

伝した。 

② 宗教改革 

1517 年ドイツの             は、９５か条の質問状を発表し、免罪符を発行した教会を批

判した。また「聖書」だけが信仰のよりどころであるとし、新約聖書をだれにでも読めるようにド

イツ語で印刷し出版した。 

  

 

 

 

 

また、フランスの             はルターの影響を受け、1541 年スイスで宗教改革をおこし、

人々が自分の職業に励むことが神の教えにかなうと説いた。ルターやカルビンの教えを信じ

る人々は各地に新しい教会をつくり               と呼ばれた。 

③ カトリック教会の改革 

カトリック教会側も宗教会議を開いて反省し、               会のロヨラやザビエルらを中心

に、厳しい戒律のもとに勢力回復に努め、アメリカやアジアにも布教をすすめた。 

 

（３） 新航路の開拓 

① 新航路開拓の背景 

マルコ＝ポーロの「               」などによって、アジアへの関心が高まった。スペイン

やポルトガルは、中央集権を確立し、国王が新航路開拓を保護した。 
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② インド航路 

アフリカの南端をまわり、インドに達する航路はポルトガルによって開拓され、1498 年          

がインド洋を横切り、インドに達した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ アメリカ大陸の発見 

イタリア人の               は、スペイン女王の援助を受けて大西洋を横断してインドに達

しようと考え、1492 年西インド諸島に到着した。 

④ 世界一周の成功 

ポルトガル人の           は、スペインの援助を受け、南アメリカ大陸の南端をまわって太

平洋を横断、マゼラン自身はフィリピンで殺されたが、彼の死後、部下たちがスペインに帰り、

地球が球形であることが実証された。 

 

（４） ヨーロッパの海外進出 

① ポルトガルやスペインの海外進出 

ポルトガルはインドのゴアや、中国のマカオに進出し、香辛料、綿織物、絹織物などをヨーロッ

パにもたらし、アジア貿易を独占した。スペインはアメリカ大陸に進出し、            文明や 

             文明を征服。16 世紀後半にはフィリピンにも進出した。 

② オランダやイギリスの海外進出 

スペインから独立したオランダは１７世紀初めインドやインドネシアさらには北アメリカにも進

出、ニューアムステルダム（ニューヨーク）を建設した。また、イギリスは 16 世紀後半スペインの

無敵艦隊を破り、インドに進出、1600 年には              会社を作った。 
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